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 算は健全！
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▼
9月15日

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
健
全

化
判
断
比
率
（
表
３
）
の
中
に
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
赤
字
比
率

が
あ
り
ま
す
。
池
田
町
で
は
一
般

会
計
・
特
別
会
計
と
も
赤
字
で
は

な
い
の
で
該
当
し
ま
せ
ん
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は　

％
、
こ

１３

の
数
字
が　

％
を
超
え
る
と
岐
阜

１８

県
の
よ
う
に
起
債
許
可
団
体
に
な

り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
（
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
借
金
の
割
合
）　

・
４
％
、

８６

前
年
よ
り　

・
８
％
減
少
し
改
善
。

１０

　

以
上
の
指
標
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

健
全
な
財
政
運
営
が
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

会
で
は
決
算
の
審
査
で
効
率

的
な
行
政
運
営
が
さ
れ
ム
ダ

が
な
い
か
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
で
決

算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会

２１
計
の
決
算
は
（
表
１
）
の
通
り
で
、

全
会
計
と
も
黒
字
。

税
の
決
算
額
は
前
年
度
に
比

べ
て　

％
減
、
特
に
法
人
町

２.１

民
税
は　

・
３
％
減
で
前
年
に
引

１３

き
続
き
大
幅
な
減
少
。
景
気
が
悪

い
こ
と
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

出
で
は
総
務
費
と
教
育
費
が

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
は
定
額
給
付
金
の
３
億

８
千
万
円
、
教
育
費
で
は
、
池
田

中
と
池
田
小
の
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
等
を
反
映
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
池
田
中
の
南
舎
、
宮
地
小

学
校
、
八
幡
小
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
や
立
て
替
え
工
事
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

政
力
指
数
（
表
２
）
は
、
０
・

　

で
横
ば
い
、
財
政
構
造
の

６４

弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

　

％
で　

％
改
善
。
借
金
返
済
の

７８

０.５

割
合
を
示
す
公
債
費
負
担
比
率
は

　

・
５
％
で　

％
悪
化
。

１０

０.３

　

９
月
６
日
よ
り　

日
ま
で
開
催
。　

年
度
決
算
の
認
定（　

件
）、

１５

２１

１０

　

年
度
補
正
予
算
（　

件
）、
人
事
案
件
２
件
、
条
例
の
改
正
２
件
、

２２

１０

路
線
認
定
１
件
、
報
告
案
件
（
２
件
）
審
議
。
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
で
原
案
可
決
。
承
認
。

農業集落排水

公共下水道

上水道

南部簡
易水道

池田温泉

一　般　会　計

2億5113万円

1億2051万円

8835万円

0万円

3071万円

3489万円

3億7555万円
基金積立1億8730万円

730万円

542万円

936万円

1007万円

1355万円
基金積立4091万円

各会計間の資金の流れと黒字額

北部簡易
水道

凡例 :会計の下の数字は黒字額
　　　矢印の上の数字は資金移動額

町歳財

議



3
いけだ議会だより　No.138
平成 22 年 11 月 1 日発行

21年度決  
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一
般
会
計
補
正
予
算 

《
主
な
も
の
》

◎
八
幡
保
育
園
・
市
橋
保
育

園
耐
震
補
強
事
業

６
０
３
７
万
円

◎
旧
ふ
れ
あ
い
の
家
改
修
工

事
（
障
害
者
タ
イ
ム
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
・
病
児
・
病
後

児
保
育
事
業
）

１
５
９
３
万
円

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
補
助 

８
１
５
万
円

町
道
の
路
線
認
定

宮
地
北　

号
線

３０

北
部
工
業
団
地
造
成
に
伴
い
新
設

教
育
委
員 

松
原　

豊
さ
ん
（　

）
７２

（
本
郷
一
五
一
一
番
地
の
七
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員 

小
川
匠
美
さ
ん
（　

）
６８

（
粕
ヶ
原
一
三
〇
七
番
地
）

差し引き歳　出歳　入会　　計　　名

３億７５５５万円７４億３４９０万円７８億１０４５万円一 般 会 計

７６１６万円２１億００６３万円２１億７６７９万円国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

２１万円１３２３万円１３４４万円老 人 保 健

２０８万円１億８６２０万円１億８８２７万円後期高齢者医療事業

５４２万円７７０６万円８２４８万円北部簡易水道事業

９３６万円５８３７万円６７７３万円南部簡易水道事業

０３億６２７４万円３億６２７４万円農業集落排水事業

３０７１万円６億２７０３万円６億５７７４万円公 共 下 水 道 事 業

１３５５万円２億３９６０万円２億５３１５万円温 泉 施 設

１億３７４８万円３６億６４８６万円３８億０２３４万円小　　　　計

３４８９万円２億１５０５万円２億４９９４万円水 道 事 業 会 計

５億４７９２万円１１３億１４８１万円１１８億６２７３万円合　　　　　　計

※単位未満を四捨五入したため、差し引き等が合わない箇所があります。

表１　２１年度歳入歳出決算額

0

20

40

60

80

100

120

140

160

17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度

一般会計 農業集落排水事業（特） 公共下水道事業（特）

北部簡易水道事業（特） 南部簡易水道事業（特）

一般会計（基金）

（億円）

減少する借金、増える貯金

表３　財政健全化判断比率

財政再生基準早期健全化基準平成２１年度指　　　標

２０％１４.９４％─実 質 赤 字 比 率

４０％１９.９４％─連 結 実 質 赤 字 比 率

３５％２５.０％１３.０％実 質 公 債 費 比 率

３５０.０％８６.４％将 来 負 担 比 率

※いずれかの指標が早期健全化基準以上になると「財政健全化計画」を、財政再
生以上になると「財政再生計画」を策定しなければならない。

表２　財政力の推移

２１　年　度２０　年　度１９　年　度

０.６４０.６４０.６３財 政 力 指 数 （ 単 年 ）

７８.０７８.５７６.５経 常 収 支 比 率 （ ％ ）

１０.５１０.２８.４公 債 費 比 率 （ ％ ）

25
（億円）

20

15

10

5

0
民
生
費

総
務
費

教
育
費

衛
生
費

農
林
水
産
費

土
木
費

消
防
費

議
会
費

借
金
返
済

そ
の
他

20 年度

21 年度

２０年度と２１年度の目的別比較
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◆
総
務
建
設
産
業
委
員
会
◆

問　

町
道
路
線
認
定
表
示
は
住

宅
地
図
を
用
い
て
い
る
が
、

都
市
計
画
図
に
基
づ
い
て
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
。

答　

認
定
し
た
も
の
は
全
部
測

量
す
る
。
都
市
計
画
図
で
表

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
規
則
の
認
識
は
な
い
。

精
度
の
高
い
表
示
を
し
て
い

く
。

問　

町
民
税
、
法
人
町
民
税
は
、

予
算
と
比
較
す
る
と
ど
う
か
。

答　

町
民
税
は
１
億
円
程
減
る
。

法
人
町
民
税
は
予
算
よ
り
増

え
る
見
込
。

問　

浄
化
槽
の
高
率
補
助
制
度

創
設
と
は
。

答　

公
共
下
水
道
第
４
次
認
可

以
後
の
平
成　

年
度
に
検
討

２４

し
て
、
高
度
処
理
浄
化
槽
に

補
助
し
て
い
き
た
い
。

問　

池
田
温
泉
の
経
営
状
況
は

ど
う
か
。
新
館
建
設
費
の
返

済
は
。

答　

平
成　

年
度
、
４
千
２
百

２１

万
円
の
黒
字
。
新
館
の
借
入

返
済
額
は
年
間
約
５
千
万
円
、

建
設
費
約
４
億
８
千
万
円
の

６
割
を
こ
の
４
年
間
に
返
済

し
た
。

問　

公
有
財
産
建
物
調
査
及
び

財
産
台
帳
整
備
で
、
実
際
は

土
地
、
建
物
と
も
面
積
が
多

く
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。
又
決

算
書
が
変
わ
る
の
か
。

答　

土
地
は
約　

万 
㎡ 
集
計
落

１３６

ち
が
あ
っ
た
が
、
道
路
関
係

と
池
田
山
の
町
財
産
分
で
あ

る
。

　
　

建
物
は
約
４
千 
㎡ 
落
ち
が

あ
っ
た
。
主
に
学
校
、
保
育

園
関
係
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

決
算
書
に
は　

年
度
分
に
反

２２

映
す
る
。

問　

養
老
鉄
道
存
続
補
助
金
は

い
つ
ま
で
出
す
の
か
。
人
口

割
で
は
町
の
負
担
は
、
い
く

ら
ふ
え
る
の
か
。
又
、
収
支

決
算
書
は
出
て
い
る
の
か
。

内
容
は
ど
う
か
。

答　

補
助
金
は　

年
度
ま
で
、

２２

来
年
以
降
に
つ
い
て
は
協
議

中
。
人
口
割
で
は
町
負
担
は

　

万
円
ふ
え
て
３
千　

万
円

２６０

６６１

く
ら
い
に
な
る
。
決
算
書
に

よ
る
と
輸
送
人
員
が　

年
比

１８

　

万
人
減
、
収
支
で
は　

年

５３

２０

比
６
千
５
百
万
円
の
減
で　
２１

年
度
の
営
業
損
益
で
８
億
８

千
６
百
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
沿
線
市
町
の
支
援

３
億
円
を
引
く
と
、
近
鉄
の

負
担
金
は
約
５
億
８
千
万
円
。

質質質質質質質質質質質質質質疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑質疑　　

ああああああああああああああれれれれれれれれれれれれれれここここここここここここここあれこれれれれれれれれれれれれれれれ
９月議会に上程された議案の中から主な

質疑、賛成・反対の討論が繰り広げられ

たものを要約してお知らせします。

下水道管の設置風景
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◆
民
生
文
教
委
員
会
◆

問　

池
田
中
学
校
生
徒
会
が
、

ラ
ジ
オ
体
操
等
の
率
先
垂
範

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
反

省
や
今
後
の
取
り
組
み
の
方

向
は
。

答　
「
５
つ
の
向
上
」と
題
し
て

テ
ー
マ
を
設
け
て
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
続
け
た
い
。

中
学
校
と
し
て
は
、
ま
と

ま
っ
て
の
反
省
は
ま
だ
聞
い

て
い
な
い
。

　
問　

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
来

年
か
ら
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
る
が
、
現

在
の
池
田
町
の
普
及
率
は
。

答　

独
居
高
齢
者
の
方
や
町
営

住
宅
等
で　

世
帯
取
付
け
た
。

１５２

大
垣
消
防
組
合
管
内
全
体
と

し
て
約　

・
５
％
で
あ
る
。

３９

　
問　

私
立
保
育
園
の
入
園
状
況

で
、
コ
ス
モ
幼
稚
園
が
入
っ

て
い
な
い
が
。

答　

保
育
園
は
健
康
福
祉
課
で

あ
り
、
幼
稚
園
は
学
校
教
育

課
の
関
係
で
と
ら
え
て
な
い
。

園
児
約　

名
中
約　

％
が
池

４８０

４５

田
町
の
子
供
で
あ
り
次
回
か

ら
は
参
考
と
し
て
、
学
校
教

育
課
の
中
で
と
ら
え
る
。

問　

戸
籍
住
民
数
に
つ
い
て
、

池
田
町
と
し
て
本
籍
人
口
に

お
い
て
削
除
さ
れ
ず
幽
霊
人

口
と
し
て
本
籍
上
残
っ
て
い

る
人
数
の
把
握
は
さ
れ
て
い

る
か
。

答　
　

歳
以
上
で
戸
籍
に
在
籍

１００
し
て
い
る
方
は　

名
あ
り
そ

１８

の
内
、
住
民
登
録
の
あ
る
方

は
６
名
あ
り
、　

名
の
方
は

１２

住
所
不
明
者
と
な
っ
て
い
る
。

又
、
住
民
登
録
の
あ
る
方
で

　

歳
以
上
は
５
名
あ
り
県
の

１００指
導
で
直
接
お
会
い
し
て
確

認
し
て
い
る
。
住
民
票
に
よ

る
取
扱
い
と
、
戸
籍
上
の
取

扱
い
は
相
違
が
あ
り
、
住
民

票
は
住
人
で
い
な
い
こ
と
が

判
明
す
れ
ば
職
権
で
削
除
で

き
る
が
、
戸
籍
の
除
籍
は
相

続
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

法
務
局
長
の
許
可
を
得
た
上

で
職
権
削
除
を
す
る
な
ど
手

続
き
を
と
っ
て
い
る
。

問　

ゴ
ミ
処
理
（
清
掃
費
）
に

つ
い
て　

、　

、　

年
度
の

１９

２０

２１

３
ヶ
年
の
間
、　

％
、
約　

０.５

１６

ｔ
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、

収
集
運
搬
委
託
料
は　

年
度

１９

比　

％
約　

万
増
え
て
い
る
。

９.５

８５６

委
託
料
の
改
定
の
経
緯
は
。

答　

３
年
毎
の
見
直

し
で
、　

年
度
か

１９

ら
金
額
改
定
の
予

定
で
あ
っ
た
が
、

業
者
の
協
力
で
抑

え
て
来
た
。
収
集

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

増
加
な
ど
諸
事
情

も
あ
り
、　

年
度

２１

よ
り
の
改
定
と

な
っ
た
。

問　

八
幡
の
児
童
館
は
他
の
そ

れ
と
比
べ
て
利
用
が
少
な
い

が
、
希
望
者
が
少
な
い
の
か
、

使
い
に
く
い
な
ど
か
ら
か
、

原
因
は
何
か
。

答　

児
童
館
と
し
て
自
由
に
使

え
る
部
屋
は
他
と
比
べ
て
か

な
り
狭
い
の
と
、
低
学
年
と

高
学
年
の
子
供
の
遊
び
の
内

容
の
差
が
あ
り
、
魅
力
に
欠

け
る
面
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

池田中「５つの向上」発表会

八幡児童館
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窪田弘子 議員

温泉・道の駅一帯の経営は民間に

　

温
泉
２
つ
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト

ラ
ン
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）、
道
の
駅
は

連
携
し
た
経
営
を
す
べ
き
だ
。
商

売
大
好
き
で
少
し
で
も
お
客
を
喜

ば
せ
た
い
民
間
の
人
が
、
ス
ピ
ー

ド
あ
る
経
営
を
し
て
、
よ
り
繁
盛

さ
せ
、
よ
り
多
く
税
金
を
納
め
て

も
ら
う
。
町
長
は
じ
め
職
員
の
方

は
、
そ
れ
を
町
民
の
福
利
に
し
っ

か
り
と
使
う
。
池
田
温
泉
に
骨
を

埋
め
る
く
ら
い
の
覚
悟
を
持
っ
た

経
営
者
を
公
募
し
た
ら
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

魅
力
あ
る
所
な
の
で
手
を
挙
げ

る
方
も
多
い
と
思
う
。
将
来
的
に

は
そ
う
い
う
事
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
が
来
る
だ
ろ
う
が
、

も
う
少
し
付
加
価
値
を
つ
け
整
備

し
て
か
ら
。
今
し
ば
ら
く
は
町
直

営
で
行
く
。

　

温
泉
駐
車
場
か
ら
交
差
点
の
上

を
渡
る
よ
う
に
、
今
回
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
歩
道
橋
が
７
千
万
円
で
つ
く

事
に
な
っ
た
。
国
も
県
も

大
ピ
ン
チ
な
の
に
、
補
助

金
は
取
れ
る
だ
け
取
ろ
う

と
い
う
お
考
え
か
。

 
町　

長 

　

町
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

補
助
金
を
活
用
す
る
。
道

の
駅
の
事
業
費
は
約
６
億

円
、
国
の
補
助
金
が
２
億

円
つ
い
た
の
で
、　

億
円

２.２

の
借
り
入
れ
と　

億
円
の

１.７

町
費
で
い
け
る
。

　

直
射
日
光
を
あ
び
た

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が　

度
５５

で
も
、
木
陰
の
芝
生
は

　

度
だ
。
大
規
模
で
安

２８上
が
り
で
環
境
に
い
い

猛
暑
対
策
は
、
木
陰
を

作
る
事
。
真
夏
に
剪
定

し
た
ら
木
陰
が
な
く
な

る
。
木
は
敷
地
境
か
ら

４
〜
５
ｍ
内
側
に
植
え

れ
ば
堂
々
と
枝
を
張
る

が
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

適
期
に
剪
定
等
手
入

れ
を
し
て
い
る
。
境
か

ら
１
ｍ
内
側
の
端
っ
こ

に
植
え
て
あ
る
の
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
に
差

し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
。

　

町
内
の
子
供
み
ん
な

が
芝
生
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
芝
生
化
を

全
町
に
広
め
ら
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

養
基
・
宮
地
保
育
園

の
園
庭
を
芝
生
化
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
制

が
で
き
た
所
か
ら
進
め

た
い
。

猛暑対策に校庭・園庭の緑化を

平成２１年の航空写真。
池田温泉一帯の経営は連携して、できれば民間の経営者で。

霞間ヶ渓スポーツ公園
こんな緑地が学校・保育園にあるといい。

エレ ベ ー
ターと歩道
橋設置場所
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町　

長 

　

間
伐
材
利
用
は
環
境
に
配
慮

す
る
な
ど
県
の
補
助
金
で
や
っ

て
い
る
。
防
護
さ
く
は
費
用
面

な
ど
費
用
対
効
果
を
見
な
が
ら
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
一
番
い
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

道
中
５
基
の
照
明
灯
が
あ
る

が
、
消
え
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に

よ
る
ナ
ラ
樹
木
の
枯
れ
木
化
の

対
策
は
。

　 
町　

長 

　

揖
斐
川
町
の
坂
内
で
初
め
て

被
害
が
発
生
し
、
県
内
に
広

が
っ
た
。
県
の
補
助
金
を
利
用

し
て
、
今
ま
で
に　

本
余
り
、
予

８００

防
と
伐
倒
事
業
を
行
っ
た
。
隣

町
と
も
連
携
を
と
っ
て
や
っ
て

い
く
。

　

池
田
・
明
神
線
の
防
護
さ
く
に

使
っ
て
い
る
間
伐
材
の
土
ど
め

や
手
摺
り
は
設
置
後　

年
位
で

１０

こ
わ
れ
る
。
又
、
材
質
の
ち
が
っ

た
防
護
さ
く
は
統
一
性
が
な
い
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擬
木
に
し
て

は
ど
う
か
。

観
光
集
客
運
動
積
極
的
に

　

平
成　

年
秋
か
ら　

年
度
に

２４

２５

か
け
て
工
事
を
行
う
校
舎
建
設

に
関
連
し
て
、
グ
ラ
ン
ド
の
使

用
に
不
便
が
生
じ
る
。
児
童
館

の
将
来
移
転
が
望
ま
れ
る
が
ど

う
か
。

 
町　

長 

　

校
舎
の
位
置
や
階
数
を
考
え

れ
ば
、
グ
ラ
ン
ド
は
狭
い
と
思

わ
な
い
が
、
将
来
移
転
す
る
こ

竹中芳弘 議員

と
も
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

　

建
設
期
間
中
の
運
動
場
使
用

や
建
設
資
材
置
場
、
駐
車
場
の

確
保
は
。

 
町　

長 

　

南
部
公
園
の
使
用
、
学
校
間

の
連
携
を
考
え
て
い
る
。
資
材

置
場
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
と

話
し
合
っ
て
確
保
し
た
い
。

片山から山頂への道路の「こわれた防護さく」

池
田
の
森
周
辺　

対
策
は

　

県
も
観
光
立
県
と
し
て
、
東

南
ア
ジ
ア
各
国
に
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
強
く
働
き
か
け
て
い

る
。
町
も
温
泉
を
中
心
に「
ぬ
い

ぐ
る
み
」な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
作
っ
て
各
地
に
働
き
か
け
て

は
ど
う
か
。

 
町　

長 

　

池
田
温
泉
と
道
の
駅
を
有
効

に
活
用
し
て
働
き
か
け
て
い
く
。

「
ぬ
い
ぐ
る
み
」
も
道
の
駅
出
店

を
き
っ
か
け
に
皆
さ
ん
で
考
え

て
も
ら
い
た
い
。

八幡小学校の改築、
　目前に

暗
く
て
、
こ
わ
い
と
い
う
人
も

多
い
。
太
陽
光
発
電
に
よ
る
照

明
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

 
町　

長 　

　

山
の
上
ま
で
電
気
が
入
っ
て

い
る
、
電
柱
を
利
用
し
て
、
防
犯

灯
的
な
も
の
を
急
カ
ー
ブ
の
手

前
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

観光協会のＰＲキャンペーン
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名阪近鉄に替わりコミバスの標識

が
あ
り
池
田
町
役
場（
北
池
野
駅
）

に
落
ち
着
い
た
。

　

国
に
対
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

購
入
補
助
金
の
申
請
中
。

　

池
田
温
泉
の
バ
ス
路
線
も
廃
止

さ
れ
る
の
で
来
年
１
月
よ
り
土
日

も
含
め
て
動
か
せ
る
よ
う
検
討
し

て
い
る
。

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
高
齢
運

転
者
の
事
故
が
急
増
し
て
い
る
。

早
急
な
対
応
を
。

 
町　

長 

　

バ
ス
が
整
っ
た
段
階
で
全
体
的

な
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
料
金
体
系

の
検
討
を
し
早
く
実
現
し
た
い
。

　

名
阪
近
鉄
バ
ス
の
２
路
線
が
９

月
末
の
運
行
で
廃
止
と
な
り
、
池

田
町
内
に
は
路
線
バ
ス
が
な
く
な

る
。
３
月
議
会
で
も
取
り
上
げ
た

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
（
以

下
コ
ミ
バ
ス
）
の
一
層
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

　

廃
止
さ
れ
る
路
線
の
代
替
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

試
験
運
行
さ
れ
て
い
る
月
曜
日

の
路
線
は
月
間
２
０
０
人
の
利
用

だ
が
、
便
数
や
運
行
時
間
・
バ
ス

停
等
の
関
係
で
利
用
し
に
く
い
。

　

核
家
族
化
・
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
医
者
に
行
く
に
も
買
い
物
を

す
る
に
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
乗
降

で
き
る
コ
ミ
バ
ス
は
ま
す
ま
す
必

要
だ
。

　

温
泉
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
見
直
し
、

池
田
町
役
場
を
起
点
に
し
た
コ
ミ

バ
ス
路
線
網
の
開
設
と
養
老
鉄
道

の
利
用
促
進
を
図
れ
。

 
町　

長 

　

利
用
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
検
討
し
て
き
た
。
温
泉
バ
ス
の

空
き
時
間
を
利
用
し
て
、
試
行
的

に
朝
７
時
台
に
２
回
、
夕
方
５
時

半
か
ら
６
時
台
に
２
回
運
行
し
た

い
。
大
垣
駅
や
東
赤
坂
駅
へ
の
接

続
も
検
討
し
た
が
い
ろ
い
ろ
問
題

野網義一 議員　

安心して住み続けられるよう
　コミュニティーバスの充実を

　

役
場
玄
関
横
に
車
い
す
マ
ー
ク

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
屋
根

が
な
い
た
め
雨
天
時
は
濡
れ
る
。

屋
根
を
設
置
で
き
な
い
か
。
下
側

の
ス
ペ
ー
ス
は
途
中
に
階
段
が
あ

る
た
め
下
肢
障
が
い
者
に
は
利
用

困
難
。
上
の
ス
ペ
ー
ス
を
拡
充
し
、

普
段
空
い
て
い
る
下
の
ス
ペ
ー
ス

は
高
齢
者
や
妊
婦
さ
ん
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
等
が
利
用
で
き
る
優
先
ス

ペ
ー
ス
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

民
間
の
店
等
の
よ
う
に
他
の
公

共
施
設
も
同
様
に
整
備
さ
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

庁
舎
の
上
の
部
分
に
も
う
一
カ

所
ふ
や
し
た
い
。
屋
根
に
つ
い
て

は
検
討
し
た
い
。
当
面
は
、
柱
と

柱
の
間
を
使
え
ば
雨
の
時
に
も
濡

れ
な
い
。

　

下
側
に
つ
い
て
は
北
に
二
台
分

ふ
や
し
た
い
。

　

新
マ
ー
ク
に
は
県
の
補
助
金
が

今
年
度
に
限
り
出
る
の
で
早
急
に

対
応
し
た
い
。

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張

高
齢
者
や
妊
婦
さ
ん
等
優
先
ス
ペ
ー
ス
を

新マーク

新マークが早々に描かれた
総合体育館
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②愛知県大口町議会（広報編集委員６名、事務局３名）

 広報編集委員会研修報告（10月７日）

　見やすく、読みやすく、親しみのある広報誌作成に向けて、委員会メンバー５名及び議長、事
務局にて研修に出かけた。

①名北ワード株式会社（各務原市：会議録作成会社）
《研修のポイント》
会議録は一般メディアの用字基準と異なる
　テレビや新聞など一過性の文章はいわば「表
現」であり、１０年後、２０年後に見ても正しい会議
録、だれが見ても正しいと言える会議録「記録」を
作成する。

→　国会の用字基準に統一して文章を作成。

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

鋸 鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

　両町委員の意見交換の結果、今回の「議会だより」から、表・裏表紙のデザインを一新し、各
委員会報告を「質疑あれこれ」へ変更。特に裏表紙は「きらり」コーナーを新設します。
　一層わかりやすく、読みやすい議会報告を心掛けてまいります。住民の皆様のご理解とご協力
をよろしくお願いします。

名北ワード㈱にての研修

より重要 重要

正確性 統一性 読みやすさ

会議録のポイント

全国コンクール最優秀賞の大口町の議会広報
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国
は
新
政
権
と
な
り
、

そ
の
施
策
に
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
世
の
中
は

情
報
化
社
会
と
な
り
、
目

ま
ぐ
る
し
く
動
い
て
い
ま

す
。
我
々
も
さ
ら
に
ア
ン

テ
ナ
を
高
く
し
な
け
れ
ば

と
身
が
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。
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会
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に
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頂
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。
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12月上旬予定
手続き簡単

役場３階で住所と名前を書くだけ

寄
付
行
為
の
禁
止

寄
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行
為
の
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松原さんのサッカー歴は？
　小学３年の頃から、高校生のいとことボールを蹴ってい
ました。
　昭和３９年高校の教員になり、４０年の岐阜国体で優勝。
それから７回、国体に出てベスト４以上でした。選手を引
退してから、県サッカー協会の理事長を長年やって、いま
副会長です。

「ＦＣ岐阜」をどうして立ち上げようとされたの
ですか？
　東京での学生時代、わが岐阜県の知名度の低さにがっ
くりしました。
　若者たちの県外流出も多く、なんとなく元気がない感じ。
　故郷に対する愛着心を育てるものがあれば、岐阜県の
活性化の原動力の一つになるのではと思い立ちました。

「ＦＣ岐阜」立ち上げの、ご苦労と嬉しかった
事は？
　すでにある他のチームの反発があり、プロ野球文化とは
違う形のスポーツを理解してもらう難しさもありました。
　一方、公式試合の時には実に多くのボランティアが協
力してくれます。現代の若者たちは、潜在的にすばらしい
エネルギーを持っている。誇れる故郷を創出したいという
思いがひしひしと感じられます。今や、これが「ＦＣ岐阜」
のもっとも大きな財産です。

サッカーに対する思いを語って下さい。
　サッカーはワールドカップ大会の盛大さで分かるように、
世界中で最も愛され、価値観の共有できるスポーツです。
サッカーはしっかりとした基礎の上に、刻々と変わる状況
に順応して、それを分析し、創造的な発想で事態を打開
して行かねばなりません。これこそ現代社会に求められる
人間力そのものではないでしょうか。

取材を終えて
　いつも穏やかに笑ってみえる方なので、インタビューを
して、その情熱にびっくり。奥様も「当初は自宅を事務局
にして大変でした」と。今後も大きな視野で活躍してほし
いと思います。　　　　　　　　　　　　　（窪田弘子）

き
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り

き
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会議録は図書館に
ありますので
ごらん下さい。
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Ⓒ Kaz Photography/FC GIFU

がんばっている町民の方をご紹介します。
今回は、サッカーチーム　「ＦＣ岐阜」生
みの親、松原郁夫さん（萩原）へのイン
タビューです。


